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１．はじめに
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 北 島 の 北 西 部 に は

ア ル カ リ 玄 武 岩 類 を 噴 出 し た 第 四 期 の 単
成 火 山 群 が 、 北 か ら 南 へ ほ ぽ 直 線 的 に 分
布している（Ｆｉｇ．１）。北から南に向かって、
ノースランド膳、；ｈｃｒｏｆｔ、１９８６）、オークラ
ンド（ＨｅｍｉｎｇａｎｄＢａｒｎ（・ｔ、１９８６）、サウスオ
ークランド（ＲａｆｆｅｒｔｙａｎｄＨｅｍｉｎ１１、１９７７）、

ナトウトウラ（Ｂｒ址１；ｓｅｔａ１・、１９９０）、アレクサ
ンドラ（ＢＨｇｇｓａｎｄＮｃｄｏｎｏｕｇｈ、１９９０）と配

列 し て い る 。 こ れ ら の 火 山 群 は 、 タ ウ ポ
火 山 帯 を 火 山 フ ロ ン ト と す る 沈 み 込 み 帯
の 背 弧 側 に 位 置 す る 、 プ レ ー ト 内 の 火 山
である（ＣＯｌｔ５、１９８６）。

オ ー ク ラ ン ド 火 山 群 は 、 こ れ ら 火 山
群の中では最も新しく、噴火の期間は１４
Ｃ 測 定 や 地 形 の 侵 食 度 等 か ら ６ 万 年 前 か
ら２５０年前とされている。また、本火山
群は、４８の火山から構成されているが、
全噴出量は約フｋｍ３である。

Ｆｉｇ．１．ＤｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏＨａｔｅＣｅｎｏｚｏｉｃｖｏｌｃａｎｉｃａｓｓｏｃｌａｔｌｏｎｓ

ｉｎｔｈｅＮｏｒｔｈｌｓｌａｎｄ，ＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．

オークランド火山群の研究は、Ｓｅａｌｅ（１９６０、１９６４）による地質学的及び岩石学的な
一連の研究が成されている。また、ＨｅｍｉｎｇａｎｄＢａｍｅｔ（１９８６）では、５Ｅ；（・ａｌｅ（１９６０）に基ず

き、３８の火山から噴出した４５個の噴出物について、全岩化学組成分析を行っており、
古い火山から新しい火山になるに連れて、全岩化学組成がシリカに飽和していくこと
を示した。

火山の噴火年代に対応した、火山噴出物の化学ｊｌｌ１成や噴出量の変化を知るために、
それぞれの火山の層序関係を決定する必要があるが、この火山群はオークランドとい
う人口８０万人以上の大都市の住宅地に散在しており、ほとんど露頭がなく、層序の確
立は困難であるために、１４Ｃ年代測定などの年代測定が必要になってくる。今までに１４
Ｃ法等による噴火年代の測定は、Ｆｅｒｌ；ｔｌｓｓｏｎａｎｄｌｌａｆｔｅｒ（百貨三三Ｓｅａｌｅ（１９６５）などにより１５
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個の火山について行われてりるが、今回は、新しく２つの火山についての１４Ｃ年代が
決定したのでここに報告する。

２．地質概況
オークランド火山群の地質については、５；（・ａｌｅ（１９６４）及びＫｅ皿ｏｄｅＧ９８９）の報告が

ある（Ｆｉｇ．２）。火山のほとんどは、ストロンボリ式噴火やハワイ式噴火により形成さ
れたスコリア丘やマールから成る単成火山であり、アルカリ玄武岩類を噴出している。
個々の火山の噴出物の量は少なく、ほとんどは０．１ｋｍ３よりも少ない。この火山群の総
噴出量はおよそ７ｋｍ３であり、この地域の１００ｋｍ２を火山噴出物が覆っている。最も新
しい火山であるランギトート火山は、何回も噴火を繰り返した複成火山で、岩石も唯
一のソレアイト玄武岩から成る。

Ｆ１９，２．ＤｌｓｌｒｉｂｕｌｊｏｎｏｌＦ】ｙｒ【】（；ｌａｓｔｉｃｃｏｎｅｓａｎｄｌａｌｌｓ，ａｎｄｌａｖａｌｌｏｗｓｌｎｌｈｅＡ１Ｊｃｋｌａｎｄ
ｖｏｌ（；ａｎｏｅｓｆｒｏｍＫｅｒｍｏｄｅ（１９８９）．
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Ｓｅａｌｅ（１９６４）では、オークランドの火山を主に次の３つのグループに分類している。
（ １ ） 爆 発 的 な マグ マ 水 蒸 気 噴 火 に よ り 形 成 さ れ た マール や タ フ リ ン グ で、 多 くの 堆

積 岩 起 源 の 異 質 岩 片 を 含 ん で い る 。 こ れ ら 火 山 の ク レ ー タ ー の ほ と ん ど は 、 現 在 水 が
溜って湖になっている。

（ ２ ） ス ト ロ ン ボ リ 式 噴 火 に よ り 小 さ な ス コ リ ア 丘 が 形 成 さ れ 、 そ の 麓 に 僅 か の 溶 岩
流を伴っている。

（ ３ ） 小 さ な ス コ リ ア 丘 が 多 数 形 成 さ れ 、 成 長 して １ つ の 大 き な ス コ リ ア 丘 を つ く っ
て い る 。 こ れ ら の グル ープ で は 多 量 の 溶 岩 流 が ｜ 凱 出 して い て 、 い くつ か の 溶 岩 流 は 火
山 か ら 遠 く 離 れ た 場 所 に ま で 分 布 して い る 。

これら３つのグループを見て、Ｓｅａｌｅ（１９６４）は、一連の噴火様式を提案している。

ま ず 最 初 は 、 マグ マ に 水 が 関 与 して 爆 発 的 な 噴 火 に よ り 低 い タ フ リ ン グ が 形 成 さ れ る 。
次 に 、 ス ト ロ ン ボ リ 式 噴 火 に よ り タ フ リ ン グ の 中 に ス コ リ ア 丘 が 形 成 さ れ 、 僅 か の 溶
岩 が 流 れ 出 す が 、 タ フ リ ン グ を 埋 め る ま で に は 到 ら な い 。 さ ら に 噴 火 が 続 く と 、 ス コ
リ ア 丘 が 成 長 し 、 タ フ リ ン グ を 埋 め て し ま う 。 そ して 、 溶 岩 が 多 量 に 流 れ 出 す。

３ ． オ ー ク ラ ン ド 玄 武 岩 の 特 徴
オ ー ク ラ ン ド 玄 武 岩 は 全 岩 化 学 紐 成 か ら ベ イ サ ナ イ ト 、 粗 面 玄 武 岩 、 ア ル カ リ 玄

武岩、そしてソレアイト玄武岩に分類される（ＬｅＭａｉｔｌ‘（≒１９８９）。アルカリ玄武岩類の斑
ｌ晶はほとんどがカンラン石で、大きなものは（２ｍｍ）骸晶結晶が多く、小さなもの
（０．８５ｍｍ）は自形から半自形をしている。カンラン石のほかに少量のオージャイトを
伴うこともある。ソレアイト玄武岩の斑晶は、半自形から他形のカンラン石（１．０ｍｍ）
と少量のオージャイト（０．５ｍｍ）であり、集斑状を成すことがよくある。また、ごくま
れに自形の斜長石（０．５ｍｍ）を含むこともある。ランギトート火山のソレアイト玄武岩
に は 基 盤 の 堆 積 岩 起 源 と 思 わ れ る 石 英 の 捕 獲 岩 が 含 ま れ て い る こ と が あ る 。 石 基 は ア
ル カ リ 玄 武 岩 類 も ソ レアイ ト 玄 武 岩 も と も に 完 品 質 で イ ン タ ー サ ー タ ル 組 織 や ト ラ キ
チ ッ ク 組 織 を 成 して いて、 オ ー ジ ャ イ ト 、 斜 長 石 、 カ ン ラ ン 石 、 不 透 明 鉱 物 か ら 成 る 。

４．測定資料と測定年代
今 回 の 年 代 測 定 は 、 オ ー ク ラ ン ド 火 山 群 の な か の 、 モ ツ コ レア 火 山 と プ カ キ 火 山

（Ｆｉｇ．２）のそれぞれの火山かＱっ噴出したサージ堆積物の層の中に含まれていた貝殻につ
いて行った。測定年代はモツコレア火山が２９、２０９±５５４ｙｒＢＰ．、プカキ火山が３０、２３０±
４１３ｙｒＢＰ．と成った、

５．噴火年代と火山層序
オークランド火山群について、１４Ｃ測定と熱発光測定（唵．ｄａｔｉｎｇ）により、今回の測

定結果も入れて全部で１７個の火山の噴火年代が報告されている仕ａ１）１ｅ１）。５；・ぅａｌｅ（１９６１）
は オ ー ク ラ ン ド 火 山 群 の 活 動 は 、 ６ 万 年 前 か ら ２ ０ ０ 年 前 ま で と して いて、 年 代 測 定 と 地
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形の侵食度を参考に火山を年代ごとに４つのグループに分類している。
三豆ｌｅ（１９６１）と今までになされた年代測定やＫｅｒｍｏｄ（５（１９８９）を参考にしてつくったオ

ークランド火山群の火山層序のブロックダイヤグラムがＩ＝；ｉｇ．３に示してある。また、

Ｒｇ．４は火山の噴火活動の時期にしたがってオークランド火山群を再分類したもので
ある。これを見ると、西北西方向に配列した火山が同時期に噴火していて、活動は南
や北に移動しているように見える。まず、火山群の中央部のワイテマタ湾沿いの海岸
で噴火活動が始まり、次１こ活動は北に移りオークランドの北部の火山が出来た。それ
からおよそ１万年後に活動は火山群の最も南で起こり、次第に活動は北へ移動してい
き、そして最後に活動は最も北のランギトート島で起こったことが分かる。

④

△

●

⑧

ｌ

●４０ぶｘｘ）弓０，（ｘｘ）ｙＢＰ △△

④

ム

○ 心

。 ｊ

（ｉ２・

●●

Å

Å

て ６ ．

Å

△

ム

○
石

④

△

○

ム

Ｏ

Ａ

Ａ

ワ

ム

ぷ
）
ｊ

０ ５ ‾ １ ０ Ｋ ｍ ＼ で ？ ５

Ｆｉｇ．４．ＭａｐｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｌｏｃａｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｖｏｌｃａｎｏｅｓａｎｄｅｒｕｐｔｅｄａｇｅｓｉｎｔｈｅＡｕｃｋｌａｎｄ

ＶＯｌｃａｎｏｅｓ．Ｔｈｅｅｎｃｉｒｃｌｅｄｖｏｌｃａｎｏｅｓａｒｅｔｈｏｓｅｗｈｏｓｅｒａｄｉｏｍｅｔｒｌｃａｇｅｓａｒｅｋｎｏｗｎ．

７２



６．謝辞-
本報告をまとめるに当たっては、オークランド大学の鮫島輝彦教授、ニュージー

ランド地質調査所のＬ．Ｋｅ＝ｌこ）ｄｅ氏にお世話になりました。また、１４Ｃ年代測定は、
名古屋大学の北川浩之氏（現在、国際日本文化研究センター）の御協力をいただきま
した。以上の方々に深く感謝します。

７ ． 参 考 文 献

Ａｓｈｃｒｏｆｔｊ・，１９８６・ＴｈｅＫｅｒｉｋｅｒｉｖｏｌｃａＪｌｉｃｓ：ａｂａｓａｌｔ-ｐａｎｔｅｌｌｅｒｉｔｅＥＩ！；！；ｏ-ｃｉａｔｉｏｎｉｎＮｏｒｔｈｌａｎｄ．ｌｎ：

Ｉ．Ｅ．Ｍ．Ｓｍｉｔｈ（Ｅｄｉｔｏｒ），ＬａｔｅＣｅｎｏｚｏｉｃｖｏｌｃａｎｉｓｍｉｎＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．Ｒ．Ｓｏｃ．Ｎ．Ｚ．Ｂｕｌ１・，２３：

４８-６３．

Ｂｒｉｇｇｓ，Ｒ．Ｍ．ａｎｄＭＣＤｏｎｏｕｇｈ，ＸＶ．Ｆ・，１９９０．ＣｏｎｔｅｍｐｏｒａｎｅｏｕｓＣｏｎｖｅｒｇｅｎｔＭａｒｇｉｎａｎｄｌｎｔｒａＰｌａｔｅ

Ｍａｇｍａｔｉｓｍ，Ｎｏｒｔｈｌｓｌａｎｄ，ＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．Ｊ．Ｐｅｔｒｏ１．，３１：Ｓ４１３-８５１．

Ｂｒｉｇｇｓ，Ｒ．Ｍ・，Ｕｔｔｉｎｇ，Ａ．Ｊ．ａｎｄＧｉｂｓｏｎ，ＬＬ．，１９９０，Ｔｈｅｏｒｉｇｉｎｏｆａｌｋａｌｉｎｅｍａｇｍａｓｉｎａｎｉｎｔｒａｐｌａｔｅ

ｓｅｔｔｉｎｇｎｅａｒａｓｕｂｄｕｃｔｉｏｎｚｏｎｅ：ｔｈｅＮｇａｔｕｔｕｒａＢａｓａｌｔｓ，Ｎｏｒｔｈｌｓｌａｎｄ，ＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．

Ｊ．ｖｏｌｃａｎｏｌ．Ｇｅｏｔｈｃｒｍ．Ｒｅｓ．，４０：５５-７０．

Ｂｒｏｔｈｅｒｓ，Ｒ．Ｎ．ａｎｄＧＯｌｓｏｎ，Ｊ．，１９５９．Ｇｅｏｌｏｇｉｃａｌａｎｄａｒｃｈｅｏｌｏｇｉｃａｌｉｎｔｅｒｐｒｅｔａｔｉｏｎｏｆａｓｅｃｔｉｏｎｉｎ

ＲａｎｇｉｔｏｔｏａｓｈｏｎＭｏｔｕｔａｐｕｌｓｌａｎｄ，Ａｕｃｋｌａｎｄ．Ｎ．Ｚ．Ｊ．Ｇｅｏｌ．Ｇｅｏｐｙｓ．，２：５６９-５７７．

ＣＯＩ（う，Ｊ．Ｗ。１９８６．ＤｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎａｎｄｔｅｃｔｏｎｉｃｓｅｔｔｉｎｇｏｆＬａｔｅＣｅｎｏｚｏｉｃｖｏｋａｎｉｓｍｉｎＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．

ｌｎ：Ｉ．Ｅ．Ｍ．Ｓｍｉｔｈ（Ｅｄｉｔｏｒ），ＬａｔｅＣｅｎｏｚｏｉｃｖｏｌｃａｎｉｓｍｉｎＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．Ｒ．Ｓｏｃ．Ｎ．Ｚ．Ｂｕｎ・，

２３：７，２０．

Ｆｅｒｇｕｓｏｎ，Ｇ．Ｌ．ａｎｄＲａｆｔｅｒ，Ｔ．Ａ．，１９５９．ＮｅｗＺｅａｌａｎｄ１４ＣＡｇｅｍｅａ５；ｕｒｅｍｅｎｔｓ-４．Ｎ．Ｚ．Ｊ．Ｇｅｏｌ．

Ｇｅｏｐｈｙｓ．，２：２０８-２４１．

Ｇｒａｎｔ-Ｔａｙｌｏｒ，Ｔ．Ｌ．ａｎｄＲａｆｔｅｒ，Ｔ．Ａ．，１９６３ＮｅｗＺｅａｌａｎｄｎａｔｕｒａｌｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｌ，Ｖ．

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ５．，１１８-１６２．

Ｈｅｍｉｎｇ，Ｒ．Ｆ・，１９８０．ＰａｔｔｅｒｎｓｏｆＱｕａｔｅｒｎａｒｙｂ２１ｓａｌｔｉｃｖｏｌｃａｎｉｓｍｉｎｔｈｅｎｏｒｔｈｅｍＮｏｒｔｈｌｓｌａｎｄ，Ｎｅｗ

Ｚｅａｌａｎｄ．Ｎ．Ｚ．Ｊ．Ｇｅｏｌ．Ｇｅｏｐｈｙｓ．，２３：３３５-３４４．

Ｈｅｍｉｎｇ，Ｒ．Ｆ．ａｎｄＢａｒｎｅｔ，Ｐ．Ｒ・，１回亘ＴｈｅＰｅｔｒｏｌｏｇｙａｎｄｐｅｔｒｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙｏｆｔｈｅＡｕｃｋｌａｎｄｖｏｌｃａｎｉｃ

１７１ｄｄ，ｌｎ：Ｉ．Ｅ．Ｍ．Ｓｍｉｔｈ（Ｅｄｉｔｏｒ），ＬａｔｅＣｅｎｏｚｏｉｃｖｏｋａｎｉｓｍｉｎＮｅｗＺｅ，ａｌａｎｄ．Ｒ．Ｓｏｃ．Ｎ．Ｚ．

Ｂｕｌｌ．，２３：６４-７５．

Ｋｅｒｍｏｄｅ，Ｌ．０。１９８９．Ｐｒｅ-Ｃｏｎｆ；（うｒｅｎｃｅＴｏｕｒ-ＡｕｃｋｌａｎｄＧｅｏｌｏｇｙ．Ｇｅｏｌ．Ｓｏｃ．Ｎ．Ｚ．Ａｎｎｕａｌ

Ｃｏｎｆ` ｃうｒｅｎｃｅ．，３２ｐ．

ＬｅＭａｉｔｒｅ，Ｒ．Ｗ．（Ｅｄｉｔｏｒ），１９８９．ＡＣｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎｏｆ｀陪ｎｅｏｕｓＲｏｃｋｓａｎｄＧｂｓｓａｒｙｏｆＴｅｒｍｓ，

Ｂｌａｃｋｗｅ１１ＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎｓ．，１９３ｐ，

ＭＣＤｏｕｇａｌｌ，Ｉ．，Ｐｏ！ａｃｈ，Ｈ．Ａ．ａｎｄＳｔｉｐｐ，Ｊ．Ｊ．，１９６９．Ｅｘｃｅｓｓｒａｄｉｏｇｅｎｉｃａｒｇｏｎｉｎｙｏｕｎｇｓｕｂａｃｒｉａｌ

ｔ）ａｓａｌｔｓｆｒｏｍｔｈｃＡｕｃｋｌａｎｄｖｏｌｃａｎｉｃｎｅｌｄ，ＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．Ｇｃり（）ｃｈｉｍｉｃａｅｔＣｏｓｌｎｏｃｈｉｍｉｃａＡｃｔａ．，

３３：１４８５-１５２０．

ＲａｆｆｅｒｔｙｊＶ．Ｊ．ａｎｄＨｅｍｉｎｇ，Ｒ．Ｆ．，１９７９．ＱｕａｔｅＮ・ｎａｒｙａｌｋａｌｉｃａｎｄｓｕｂａｌｋａｌｉｃｖｏｌｃａｎｉｓｍｉｎＳｏｕｔｈ

７３



Ｓｅａｒｌｅ，Ｅ．Ｊ・，１９５９．ＴｈｅｖｏｌｃａｎｏｅｓｏｆｌｈｕｍａｔａｏａｎｄＭａｎｇｅｒｅ，Ａｕｃｋｌａｎｄ．Ｎ．Ｚ．Ｊ．Ｇｅｏ１．Ｇｅｏｐｈｙｓ．，

２：８７０-８８８．

Ｓｅａｒｌｅ，Ｅ．Ｊ．，１９６０．ＰｅｔｒｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙｏｆｔｈｅＡｕｃｋｌａｎｄＢａｓａｌｔｓ．Ｊ．Ｇｅｏｌ．Ｇｅｏｐｈｓ．，３：２３-４０．

Ｓｃａｒｌｅ，Ｅ．Ｊ．，１９６１．ＴｈｅＡｇｅｏｆＡｕｃｋｌａｎｄｖｏｌｃａｎｏｅｓ．Ｎ．Ｚ．Ｇｅｏｇｒ．，１７：５２-６３．

Ｓｅａｒｌｅ，ＥＪ・，１９６４．Ｃｉｔｙｏｆｖｏｌｃａｎｏｅｓ：ＡｇｅｏｌｏｇｙｏｆＡｕｃｋｌａｎｄ．ＰａｕｌｓＢｏｏｋＡｒｃａｄｅ，Ａｕｃｋ唵ｎｄａｎｄ

Ｈａｎｌｉｌｔｏｎ，１１２ｐ．

Ｓｅａｒｌｅ，Ｅ．Ｊ．，１９６５．Ａｕｃｋｌａｎｄｖｏｌｃａｎｉｃｄｉｓｔｉｎｃｔ．Ｎ．Ｚ．Ｄｅｐ，Ｓｃｉ．ｌｎｄｕｓｔ．Ｒｅｓ．ｌｎｆ．Ｓｅｒ．，４９：９０-１０３．

- ７４



ＴｈｅａｇｅｓｏｆｖｏｌｃａｎｏｅｓｉｎｔｈｅＡｕｃｋｌａｎｄｖｏｌｃａｎｉｃＦｉｅｌｄ，ＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．

ＴａｋａｓｈｉＳａｎｏ＊，ＨｉｄｅｋいＶａｄａ，Ｓｕｓｕｍｕｕｍｉｎｏ＊＊ａｎｄＴｏｓｈｉｏＮ政ａｍｕｒａ＊＊＊

＊Ｇｅｏｌｏｇｉｃａｌｌｎｓｔｉｔｕｔｅ，ＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＴｏｋｙｏ

＊＊ｂｓｔｉｔｕｔｅｏｆＧｅｏｓｃｉｅｎｃｅｓ，Ｓｈｉｚｕｏｋａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

＊＊＊Ｒａｄｊｏｉｌ；ｏｔｏｐｅＣｅｎｔｅｒ，Ｎａｇｏｙａｕｎ沁ｅｒｓｉｔｙ

Ｗｅｏｂｔａｉｎｔ’ｄｍｄｉｏｃａｒｂｏｎｄａｄｎｇｓｏｆ２９，２（汐±５５４ｙｒＢＰ．ｆｏｒｓｈｅｌｌｓａｍＰｋｆｒｏｍ

Ｐｕｋａｋｉａｎｄ３０，２３０＋４１３ｙｒＢＰ．ｆｏｒｔｈａｔｆｒｏｍＭｏｔｕｋｏｒｅａｉｎｔｈｅＡｕｃｋｌａｎｄ-

ｖｏｋａｎｏｅｓ，ＮｅｗＺｅａｌａｎｄ．Ｘｖｈｅｎｗｅｓｕｐｐｌｙｔｈｅａｇｅｓｏｆｉｎｄｉｖｉｓｕａｌｖｏｌｃａｎｏｅｓａｎｄ

ｃｏｍＰｏｓｉｔｉｏｎａｌｃｈａｎｇｅｗｉｔｈｔｉｍｅ，ｉｔｃａｎｂｅｐｏｓｓｉｂｌｃｔｏｅｌｕｃｉｄａｔｅｔｈｅｍａｇｍａｓｙｓｔｅｍ

ｏｆｔｈｃＡｕｃｋｌａｎｄｖｏｌｃａｎｉｃＦｉｅｌｄ．

- ７ ５ -


